
北海道高等学校教職員センター大会議室 
（札幌市中央区大通西 12 丁目） 

※Zoom を希望する方は下記のアカウントから参加できます。 

ミーティング ID: 863 5823 5537 パスコード: 832967 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いま、そこにある『希望』 
お話しされる方は著者のお二人 

福井雅英さん・山形志保さん 

さっぽろ＜子育て・教育＞市民フェスティバル 2023 
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10 月9 日（月・祝） 

14 時 00 分～16 時 00 分 
（受付開始 13 時 30 分） 
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さっぽろ＜子育て・教育＞市民フェスティバル2023実行委員会 
認定NPO法人北海道自由が丘学園・ともに人間教育をすすめる会、札幌市学童保育連絡協議会、NPO法人学童

保育・地域子育てサポートセンター北海道、北海道高等学校教職員組合札幌支部、子どもと教育・文化 道民の

会、全石狩札幌教職員組合、北海道子どもセンター、さっぽろ子育てネットワーク 他 

TEL： 090-8502-0234 （事務局：高教組札幌支部 北村） 

５００円 会場参加者からいただきます。 

【プロフィール】 

福井雅英 

1948年生まれ。北海道教育大学教授などを経て、現在、日本臨床教育学副会長。主な著書に、『子

ども理解のカンファレンス』（かもがわ出版、2009 年）、近現代日本教員史研究会編『近現代日本

教員史研究』（風間書房、2021年）などがある。 

山形志保 

1968年生まれ。道立高校養護教諭。主な著書に、教育科学研究会編『講座 教育実践と教育学の再

生 第１巻』（共著、かもがわ出版、2013年）などがある。 

子どもの声に耳を傾け、どう子どもたちに寄り添い、つながりをつくっていくの

か？ 道立高校の養護教諭として活躍してきた山形志保さんの実践の重要性に注目

した福井雅英教授（臨床教育学）が 10 年の歳月を掛けて山形志保実践を読み解き

意義付けした著作「保健室から創る希望」が新日本出版社から今年 7 月に出版され

ました。今回の企画では、共著者のお二人に対談していただき、生きづらさに満ち

た学校や社会の中で、希望を紡ぐつながりをどのように展望していくかについて、

豊富な実践をもとに語っていただきます。ご参加お待ちしています。 

 


